
令和８年１０月２ ３日
御 殿 場 市 危 機 管 理 課 1

【NEXCO中日本】

御殿場市の防災を考える
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Ⅰ 御殿場市の地形上の特性

Ⅱ 御殿場市で起こりうる災害

１ 地震

２ 富士山噴火

３ 豪雨・土砂災害

Ⅲ 日頃の備え



御殿場市の地形上の特性御殿場市の地形上の特性

富士山

箱根外輪山

愛鷹山

丹沢山系



丹沢山系

富士山

愛鷹山

天城
山

西からの風雨・雪

東からの風雨

南西からの風雨

風

地形が風向に及ぼす影響地形が風向に及ぼす影響
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∴ 唯一、南西方向からの風雨には弱い

地形が風向に及ぼす影響地形が風向に及ぼす影響
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分水嶺

・滝ヶ原駐屯地
・キャンプ富士

・御殿場Ｉ．
Ｃ

・御殿場駅

・御殿場西中学校

・板妻駐屯地

中畑西区
▲６３５

竈区▲４２４

滝ケ原駐屯地
▲６７０

北久原区
▲４７３

東山区
▲３４９

▲４５９

板妻駐屯地
▲５０５

分水嶺（雨水が異なる方向へ分かれる境界・尾根）による影響分水嶺（雨水が異なる方向へ分かれる境界・尾根）による影響

御殿場市役所

御殿場駅
▲４５０
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尾尻区
▲２６５

古沢区
▲４５５

柴怒田区
▲６３０

印野区
▲６３５



主要地区標高・河川の流れ主要地区標高・河川の流れ

沼田

大坂

神山

時之栖

中畑南

北久原

二子

東山

二の岡

小山川
鮎沢川

鮎沢川

地蔵川

相
模
湾

砂沢川

黄瀬川

西川

久保川

黄瀬川

髙内川

駿河湾

分水嶺

神山小▲２９４

中畑西区▲６３５

竈区▲４２４

市役所▲４５９

東山▲４５３

印野小▲５８７

富士岡支所▲３７７

大坂区▲３３７

北久原区▲４７３上柴怒田▲６８０

▲御殿場市内標高差：約４００ｍ
⇒ 降雪量に影響（豪雪災害）

滝ヶ原駐屯地▲６７０

降水は『南北に２分』される！
∴ 一ヶ所に集中しない ◎

萩原
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神場区▲４４５

二子区▲３６５

沼田区▲４４０

尾尻区▲２６５

板妻駐屯地▲５０５

駒門駐屯地▲３５０

★時之栖

★テニスコート
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南海地震

東南海地震

想定
東海地震

M8.0

M8.1

M8.4

今後、３０年以内に発生する確率約８０％
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御殿場市で想定される震度

（レベル２）

震度区分 ６強 ６弱 ５強

面積率 １．８％ ９７．
７％

０．
５％
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第４次地震被害想定（南海トラフ巨大地震 東側ケース）



レベル２（冬・夕、予知なし）
区分 全壊 半壊 火災

棟数（棟） 約６００ 約２，５００ 約２０

建物棟数・・・３０，０００棟

御殿場市内の１０％（３，１００棟）の建物に被害

避難者数：約８，０００人（避難所：約４，０００人、避難所外：約４，０００人）

◎ 建物被害（御殿場市）

◎ 人的被害（御殿場市）

区分 死者 重傷者 軽傷者

建物倒壊 約１０ 約６０ 約５００

（家具等の転倒） （約１０） （約６０）

レベル２（冬・深夜又は早朝、予知なし）

人口（８９，０００人）・・・０．６％（１，０００人中６人）が死傷又は重軽傷者

御殿場市で想定される被害
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富士山で起こりうる噴火現象富士山で起こりうる噴火現象
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引用：HUFFPOSTホームページ

溶岩流

・溶岩が斜面を流れ下る
現象

・噴出したばかりの溶岩
の温度：900～1200℃

・木々を燃やし、水と触
れ水蒸気爆発を起こす

・流下速度は、一般的に
人が歩く速さ程度

市内(居住地区)影響あり
・人の避難は比較的容易

画像：ハワイ島・キラウエア火山の溶岩流の様子

富士山で起こりうる噴火現象
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15
御殿場市 防災・安全



出典：気象庁ホームページ

小さな噴石、降灰及び熱い降灰

・噴火により噴出した固形物のうち、
直径2mm以上：『小さな噴石』
直径2mm以下：『火山灰』

・小さな噴石は、火口から10㎞以上、
火山灰は、数十㎞から数百㎞以上風
に流されて運ばれることも

・火山の風下側では爆発的噴火に気付
いたら屋内等に退避すること

市内(居住地区)影響あり
・場合によっては、立ち退き避難が必要

写真：桜島昭和火口の爆発による小さな噴石

写真：桜島の降灰（2009年9月）

富士山で起こりうる噴火現象
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17
静岡県富士山ハザードマップ



写真：気象庁ホームページ

融雪型火山泥流

・雪の積もっている時期に、溶岩
や火砕流の熱で雪が溶けて起き
る泥流

・積もった雪が一気に溶ける
⇨土石流よりも速く
大量の泥流が谷筋や沢沿いを
遠方まで流下

市内(居住地区)影響あり
・積雪期の噴火時等には、影響範
囲は事前の避難が必要

富士山で起こりうる噴火現象
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静岡県富士山ハザードマップ



写真：土石流による被害（雲仙普賢岳） 雲仙復興事務所HP

土石流

・火山の噴火後、火山灰の
降り積もった地域に雨が
降ると土石流が発生しや
すくなります。

・こうした土石流や泥流は、
高速で斜面を流れ下り、
下流に大きな被害をもた
らします。

・噴火後に雨が予想されて
いる時は、川の近くや谷
の出口に近づかないよう
にしましょう。

・影響範囲は立退き避難が
必要

富士山で起こりうる噴火現象
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静岡県富士山ハザードマップ



富士山で起こりうる噴火現象

写真：GIFMAGAZINE気象庁ホームページ

火砕流

・噴火により放出された高熱
の岩石や破片が、地表に
沿って流れる現象

・火山灰と空気の混ざった高
熱の爆風は火砕サージ

・火砕流や火砕サージの速度
は時速百km以上、温度は
数百℃

・速度も早いので、事前の避
難が必要

市内(居住地区)影響なし

画像：雲仙普賢岳の火砕流の様子
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静岡県富士山ハザードマップ



「2000年有珠山噴火による噴石被害（岡田弘氏提供）
2000年4月16日撮影」

大きな噴石

富士山で起こりうる噴火現象

・概ね20～30cm以上を大きな噴
石と定義。

・特に大きな物は1m超
・小さい物でも家の屋根や壁を突
き破る事がある

・登山中などに危険が増した場合
は、丈夫な建物内に避難

・やむをえず外出する場合には
ヘルメットを着用

市内(居住地区)影響なし
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静岡県富士山ハザードマップ
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▲天城山

御殿場は大きな影響少なし
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東からの風雨・雪は「天城山・箱根外輪山が守ってくれる！
（令和４年８月１３日）

東からの風雨・雪は「天城山・箱根外輪山が守ってくれる！
（令和４年８月１３日）



熱帯低気圧の影響⇒『土砂災害警戒情報』発令
（令和４年7月26日09:30）

熱帯低気圧の影響⇒『土砂災害警戒情報』発令
（令和４年7月26日09:30）

南西からの風雨
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熱海は影響少なし

御殿場は豪風雨
（線状降水帯⇒球状降水帯）
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西 川 久保川

小山川

鮎沢川

抜 川

竜良川



鮎沢川水系

黄瀬川水系

小山川

黄瀬川

鮎沢川

萩原区コミセン前



大坂区・丸嶽橋

黄
瀬
川

久
保
川

西
川

久
保
川
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相
模
湾鮎沢川

駿河湾

黄瀬川

分水嶺
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
五
十
一
ヶ
所
）

東富士ダム

小山川調整池

溶岩流の下流に影響！

降雨は分水嶺により南北に分散！
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まとめ：御殿場市の防災上の特性まとめ：御殿場市の防災上の特性



三国山～不老山

愛鷹山

土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
五
十
一
ヶ
所
）

分水嶺

治山治水
東富士ダム

六郎川調整池

鮎沢川

相
模
湾

黄瀬川

駿河湾

西風の道（須山街道）

東風の道（旧２４６号））

合 ★ 東山区
★ 二の岡

★ 萩蕪区
★ 沼田区

★ 中山上区
★ 二子区
★ 中山下区

★ 大坂区
★ 神山区

★ 高内区
★ 尾尻区

１ 活火山・富士山（31８年噴火無し）
２ 市内中央部を走る「分水嶺」
３ 箱根山西麓「土砂災害危険区域」
４ 治山治水「東富士ダム・六郎川ダム」
５ 見えない風の道（東風・西風⇒合流）

☆御殿場市の強み・弱み

24km（居住地は約10km）

14km

まとめ：御殿場市の防災上の特性『ハンドサイン』まとめ：御殿場市の防災上の特性『ハンドサイン』
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避難行動
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必要な物資等の備蓄必要な物資等の備蓄

41
41
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富士山噴火時 避難する時は・・・

火山灰や噴石から、
身を守る。

熱が籠っている
噴石などから、守る。

上から降ってくる
火山灰から、身を守る。

堆積した、火山灰により、
滑りやすくなっているので、
なるべく滑り止めのついている靴

非常持出し品など

火山灰を吸い込ま
ないように又、眼
に入らないように
する。

火山灰を吸い込まない
ように又、眼に入らな
いようにする。

噴煙で太陽が遮られると、昼
間でも真っ暗になるため、懐
中電灯も必要になる。
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自宅での避難生活自宅での避難生活

在宅生活継続（在宅避難）が最良 44



45
ごてんばＮＡＶＩ 御殿場市 防災・安全 静岡県富士山ハザードマップ

ご清聴ありがとうございました。


